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インターバンクの声 （2017 年 6 月 5 日） 
 

前日に公表されていた ADP 社の全米雇用統計が市場予想を大きく上回る 25 万 3

千人の就業者数増と極めて好調な結果だったこともあり、金曜日の米労働省が発表

する雇用統計が悪化するという予想は本当に少なかった。 

金曜日の雇用統計予想は、ADP雇用統計での就業者数増予想とほぼ同数の18万

人だったが、結果は 13 万 8 千人。しかも前回の 21 万 1 千人の結果も 17 万 4 千人

に下方修正された。 

それでも賃金の上昇さえ確認出来れば市場の反応も抑えられたはずだが、こちらも

前年同月比では市場予想を下回った。何人かの連邦市場公開委員会メンバーも指

摘しているように、これだけの低失業率の中で 10 万人超の就業者の増加継続は労

働市場の堅調さを確認するには十分なはずだが、市場はADP雇用統計結果とのギ

ャップが大きかったことに強く反応してドル売りに動いたようだ。雇用統計の発表前

までは 100％近かった 6 月の利上げ予想も 90％程度に下落、9 月の利上げや年内

のバランスシート縮小については可能性が著しく低下したとの見方が広がっている。

ドル円の 4 月下旬以来となる 110 円を割れるかどうかが気になる。 
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